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　第６回「小郡ジュニア歴史博士」が決定しました！今回は、市内の小・中学生から、
過去最多となる405点の応募があり、審査員を悩ます良作ぞろいの中、大賞１点、優秀
賞２点、佳作11点、奨励賞21点が選出され、表彰式が行われました。

問文化財課文化財係
☎75-7555

　今回も力作ぞろい！資料の丸写しで
はなく、実際に現地へ行ったり、聞き
取りや見学、体験など、自分なりの調
査に基づき、自らの言葉でまとめてい
る作品が多く見受けられました。国際
化が進む今だからこそ、今回の制作を
通してふるさとの歴史を知り、誇りを
もってもらえたらと思います。私ども
も、皆さんがより深く研究したくなる
ような講座や、企画展など、さまざま
な取組を工夫していきたいと思います。

▲写真左から重松真歩さん、森田璃心さん、清武教育長、佐藤陽菜さん

応募総数過去最多の405点！

埋蔵文化財調査センター
所長　林田一徳さん

『小郡ジュニア歴史博士』
　　　　　　　　受賞者決定！
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小郡を支えた伊吉はぜ　森田璃心さん（のぞみが丘小学校６年）大
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小郡の
災害と歴史について
佐藤陽菜さん（のぞみが丘小学校６年）

講評　審査員全員の意見が一致して大賞になりました。小
郡の蝋産業と、その功労者である内山伊吉を初めて取り
上げており、研究の動機→データを交えながら本論→結
論という起承転結のはっきりした構成が良かったです。
特に米の値段との比較や、はぜの実がいかに重要な産物
であったか、久留米藩の主要品目を提示して数値などで
根拠を示す部分は秀逸。「減ってしまったはぜの木を守
りたい」との強い思いを感じることができました。

講評　災害を取り上げた作
品は初めてで、独創性が
あり、かつ実際に身近に
起きた出来事を取り上げ
ているので、タイムリー
なテーマでした。模造紙
１枚には、災害が起こっ
た時期と場所の両方が一
目でわかるように配置さ
れ、工夫を感じます。

講評　家の隣りで発見され
た吹上村囲遺跡を取り上
げ、埋文センターでの聞
き取りや、自ら現地に足
を運んで見たことを材料
にまとめられています。
写真や図が豊富で、配置
や説明により読み手にと
ても分かりやすい作品に
なっています。

吹上地区
『吹上村囲遺跡』について
重松真歩さん（立石小学校６年）
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